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                  令和５年１２月号  文責 校長 澄川 弘敏 

   

 

 

１年の中で一番長い学期である２学期も１２月２５日（月）が終業式となりました。 

今学期、子どもたちは、学校での日々の教科学習や校外学習、そして学習発表会などの

行事をとおして、また一回り大きく成長しました。一人一人の２学期の成長の様子につい

ては１２月７日（木）より行いました個人懇談でお伝えさせていただきました。保護者の

皆様には、お忙しい中お越しいただきありがとうございました。終業式の日に持ち帰る通

信表（のびゆく子）とあわせてお子さんの頑張りや成長を褒めてあげてください。また、

これからの目標についても一緒に話し合っていただけるといいと思います。 

１２月２６日（火）から１月８日（月）までは冬休みとなります。年末年始は交通量も

増えます。交通安全に気をつけて楽しい冬休みを過ごして欲しいと思います。また、大掃

除など家族の一員として年齢に応じてお家の仕事ができる機会もあるかと思います。学校

ではできない体験を是非して欲しいと思います。 

それでは皆様良いお年をお迎えください。 

 

 

２学期もたくさんの保護者の方、地域の方、関係機関・団体の方にお世話になりました。

お陰様で子どもたちは安全に、そして過ごしやすい環境の中で学習や体験の幅を広げ、大

きく成長することができました。ここには紹介しきれませんが本当にありがとうございま

した。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５年生の家庭科のミシンボランティアのみなさん･･･５年生はミシ

ン縫いが大好きになりました。総合的な学習の活動でもミシンを使

ってプレゼントづくりをする子もいました。 

登下校時の見守りのみなさん･･･子どもたちは見守りをし

てくださる方から、日々笑顔と声がけの貯金をいただいて

います。 

もくもくの会のみなさんによる図書整備や読み聞かせボラ

ンティア･･･お忙しい中、時間をつくっていただきました。

お陰様で子どもたちは読書を楽しんでいます。 

環境整備のボランティアのみなさん･･･園芸用シャベルの整備 

一つ一つさび取りをして、ゆがみを直し、油を塗っていただきま

した。改めて道具を大切に使うこと自分にも言い聞かせました。 

水泳学習ボランティアのみなさん･･･暑いプールサイドで

の見守り、そして更衣室の清掃やロッカー消毒、お陰様で

少人数指導、時間いっぱいの練習ができました。 

学習ボランティアのみなさん･･･○○さんは「今日こんなこ

とがんばっていましたよ。」、教員とは別の角度から子ども

たちに接し、子どもたちの成長を支えてくださっています。 



  

 

 

 

 

 

人権週間の期間中の１２月７日（木）に人権集会を行いました。人権教育主任から人権

という言葉についての説明のあと、「自分も友達も大切にしよう」という意味を込めて「二

番目の悪者」という本の紹介がありました。次期王様の座を狙う金のたてがみを持つ金の

ライオンは、やさしくてみんなから慕われている銀のたてがみを持つ銀のライオンが王に

選ばれることを恐れ、銀のライオンの悪い噂を流しました。最初は銀のライオンと仲良く

していた町の動物たちもそんな噂を聞いて、銀のライオンを避けるようになりました。結

局、金のライオンは思惑どおり王に選ばれました。しかし自分本位の考えで国をまとめよ

うとしたため、その国はやがて滅んでしまいました。このお話、一番目に悪いのは金のラ

イオン、でも悪いのは金のライオンだけでしょうか。噂を信じ、自分で確信のないことを

「自分はほんとかどうか知らんけどネ」といいながら噂を広げてしまった。そして今まで

仲良くしていた銀のライオンを避けてしまった。そんな町の動物たちは・・・・・という

お話でした。自分ならどうすればいいか、一人一人が考えて行動していきたいと思いまし

た。 

校長からは以下のような話をしました。 

金のライオンのお話を聞きながら、「銀のライオンはどんな気持ちだっただろう。」

と考えました。友達から直接いやなことを言われたり、たたかれたりすることはもちろ

ん悲しいしつらいことです。でも、いままで仲良くしていた人が、「かげで悪口を言っ

ている。」、「自分をさけている。」こともまたとても悲しいことです。 

わたしはいつも城北小のみんなが「ハッピー」な気持ちで生活できるといいなと思っ

ています。みんなが「ハッピー」ってどんな感じだと思いますか。 

わたしは一人一人が安全で安心して生活できること、みんな仲良く、笑顔で過ごせる

ことだと思っています。だれかは笑っているけどだれかは寂しそうにしている。それで

はいけないと思います。 

では、そのためにはどうすればいいか。 

そうです。お話にもあったように「自分も友達も大切にする」ことです。これを難し

い言葉で「尊重（そんちょう）する」といいます。 

じゃあ「大切にする・尊重する」ってどうすればいいのでしょう？ 

これはだれかから言われてではなく、「自分はどうするか考えること」が大切だと思

っています。いろいろな方法があると思いますが、金のライオンのお話も思い出しなが

ら是非、自分はどうするか考えてみてください。たくさんでなくてもいいです。一つで

もいいので考えてみてください。できたら標語にしてみんなにも教えてください。 

そして自分で考えたことをやってみてください。城北小のみんなが「自分や友達を大

切にする・尊重する」という気持ちで過ごせたらみんながどんどん「ハッピー」になれ

ると思います。みんなで考えて、みんなでやってみましょう。 

でも時には失敗もあると思います。そんなときは「いけないことをしてしまったなあ。」

と自分をしっかり振り返って、自分から心をこめて謝れる人であって欲しいと思います。 

そして心を込めて謝った人を「いいよ。」って許してあげられる人になって欲しいと思

います。みんなでだれもが「ハッピー」と感じられる城北小にしていきましょう。 

お話もみの木のみなさんによるストーリーテリング･･･

「話ながら子どもたちの表情を見ていると一人一人が想

像の世界に入り込んでいるのが伝わってきて自分も元気

をもらいます。（ボランティアＴさんのお話より）」 

環境整備のボランティアのみなさん･･･1 学期に植えてくだ

さったヒマワリやマリーゴールドを葉ボタンに植え替えて

いただきました。夏の鮮やかな花たちの色、冬の葉ボタンの

淡い紫や白のグラデーション。子どもたちの心の栄養です。 



 

 

今、一人一人を大切にしようという考えのもと、「男らしさ、女らしさ」ではなく、「自

分らしさ」を大切にしようという考え方が広がっています。 

城北小学校では今までは制服の下は男子が半ズボン、女子がスカートをはくことに決め

ていましたが、制服の下の種類に長ズボンも加えて、だれもが半ズボン、スカート、長ズ

ボンから選ぶことができるようにしました。子どもたちにも人権週間に合わせてこのこと

を伝え、友達がどの制服を着ていてもそれを選んだ友達の気持ちを大切にできる城北小の

みんなであって欲しいと話しました。 

 

 

 

二学期の思い出を振り返ってみましょう。 

 それぞれの学年部で、二学期の思い出の活動をあげてもらいました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 生活科 「秋祭り」今年は城

北幼稚園の園児を招待しました。 
２年 「じゃがいも大作戦」では名人さんとなか

よくなって、一緒にじゃがいもを収穫しました。 

３年 社会科 4 年ぶりの「消防署見学」

楽しみで夜眠れなかった人もいます。 

４年 総合的な学習 北田川で生

き物調査をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12 月末現在の予定ですので変更する場合があります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 「夢授業」 スサノオマジッ

ク津山選手と交流しました。 

６年 学習発表会 最後の学習発表

会～心を合わせて～表現しました。 

ひかり・こだま 自立活動 みんなで植えたサツマイモの収穫 このあと絵に

描いたりサツマイモ料理にしたりしてしっかり楽しみました。 

○ ９日（火）3 学期始業式（給食なし）           ○２４日（水）クラブ 

○１０日（水）校区あいさつデー ３時間授業（給食なし）   ○２５日（木）フッ化物洗  

○１１日（木）給食開始 ４時間授業             ○２６日（金）６年こころの劇場(弁当必要) 

○１６日（火）ＳＣ来校日                  ○２９日（月）６年「生の楽習講座」 

○１７日（水）委員会                    ○３０日（火）入学前保護者説明会 

○１８日（木）フッ化物洗口                     １・２年生４時間授業（給食後下校） 

○１９日（金）6 年薬物乱用防止教室          ○３１日（水）クラブ 



 


